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青年の参加を促進する教育的アプローチ
－「『子どもが心配』チェックシート」の活用を通して －

A Collaborative Parent Education Program for Young People: 
The Child Care Check Sheet Manual Model (Okayama Version)

（2014年３月31日受理）
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要　　　　　旨

　本稿では，岡山県内の保育士養成課程において実践された，当事者が参加した養育に関する教育実践事例を検討し，

受講生への学習効果と実践の意義，今後の課題を明らかにすることを目的とする。本事例においては，子どものニーズ

を満たす養育について親が支援者とともに振り返るためツールとして開発された「『子どもが心配』チェックシート」(パ

ンフレット版)を，教材として活用する。本教育実践を行った大学教師の授業ノート，配布資料，受講生のレポートを

もとに事例を作成し，①教育実践の概要，②受講生のレポート結果の２点に整理し，検討した。その結果，①当事者と

ともに進める学習の効果，②学習を通してもたらされた受講生の前向きな変化を捉えることができた。さらに，本事例

検討を通して，児童福祉政策・実践過程への青年の参加の重要性が明らかとなった。今後の課題としては，政策におけ

る青年の意見のフィードバックと，教育における青年へのフィードバックが挙げられる。

は　じ　め　に

　子どもの育ちのニーズ１を満たす児童福祉専門職に

とって，養育に関する理解は必須である。例えば，保育

士養成課程においては，「保育相談支援」や「社会的養

護」などの科目において，学生たちが養育について学ぶ

機会を設定している。しかしながら，実際のところ，「養

育とは何か」について，児童福祉専門職を目指す学生に

具体的に伝えることは，容易ではないと思われる。

　その理由としては，第一に，養育という営みの特質が

挙げられる。養育という行為そのものは，複雑困難なプ

ロセスであるとともに，きわめて日常的な営みである２。

そのため，客観的に養育を整理した上で，具体的行為と

結びつけて理解することは，すべての学習者にとって簡

単なことではないといえる。第二に，社会の変化に伴う

青年期の生活経験の変化である。社会の在り方が変化す

る中で，現代の青年の生活経験も変化していると捉える

ならば，青年たちは，現在の成人期以降の人々は異なる

児童期を送り，異なる生活経験を有していると考えられ

る。学びの主体である青年たちの育ちや生活経験につい

て，教育者は十分理解した上で，養育に関する教育を行

う必要があると思われる３。第三に，養育に関する研究

成果が，それを必要とする人に十分に伝わっていないと

いう懸念が挙げられる。子どもの発達研究においては，

様々な事実が明らかとなっている一方で，養育に関する

悩みを抱える親たちの存在も伝えられている。養育に関

する考え方や知識，方法が親及び青年に「感動して受け

入れられ，理解して応用される知識４」として確実に届

けられることが求められる。

　以上のような困難性を踏まえ，学生たちが一人の青年

として自立した人生を切り拓き，子どものニーズを満た

す児童福祉専門職としての力を発達させることを，筆者
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らは目指している。そこで，社会福祉において鍵概念で

ある「当事者参加」を踏まえ，教育の当事者である学生

と，養育の当事者である親を巻き込んだ養育に関する教

育プログラムを開発・実施したので，報告する。

１．研　究　目　的

　本稿では，青年の参加を促進する教育的アプローチの

一実践として，保育士養成課程の大学生への養育に関す

る教育実践事例を取り上げ，検討することを目的とする。

教育実践の概要と受講生からのレポート結果を整理し，

青年期の人々の参加促進における本実践の意義を明らか

にし，今後の課題について考察する。

２．研　究　方　法

　研究方法としては，事例研究の手法を用い，①教育実

践の概要，②受講生からのレポート結果の二点に整理し，

考察を行うこととする。①教育実践の概要については，

担当教師の授業ノートと授業時配布資料をもとに整理す

る。②受講生からのレポート結果については，Ａ，Ｂ両

大学(いずれも４年制)の保育士養成課程の２年生，計85

名から提出されたレポートをもとに整理する。なお，個

人情報保護に留意し，データは個人が特定できないよう

に加工・記述するとともに，レポート等資料は著者らに

おいて厳重に保管した。

　本事例においては，学習教材として，岡山県において

開発された「『子どもが心配』チェックシート（パンフ

レット版）５」（以下，「チェックシート」と標記する。）

を活用する。その理由は，21世紀の児童福祉の基盤であ

る子どもの権利の考え方を具現化したツールであり，子

どもの育ちのニーズを満たすことを中心に据え，養育に

ついて具体的に考察することができるように作成されて

いるからである。こうした理由から，新しい時代を生き

る青年への教育に相応しい教材になり得ると判断し，教

育実践において適用した。

３．研　究　結　果

（１）教育実践の概要

　保育士養成課程の大学生に対する教育実践の概要を，

表１に示す。対象は，ともに保育士養成課程を有する岡

山県内の４年制大学である，Ａ大学，Ｂ大学の２校であ

る。Ａ大学においては，2012年度の「保育相談支援」の

授業時に，Ｂ大学においては2013年度の「社会的養護」

の授業時に実施した。受講生はともに２年生であり，受

講生数は各70名，15名である。両者とも，児童福祉を専

門分野とする同一の大学教師１名が，授業担当者として

本実践に取り組んだ。

　教育実践の手続きは，次の３段階において行われた。

第一段階においては，「チェックシート」の目的，記載

内容，使い方についての解説を担当教師が行った。第二

に段階においては，「チェックシート」を用いた課題の

進め方について，担当教師が説明した。第三段階におい

表１　保育士養成課程における養育に関する教育実践の概要

実施時期 2012年11月 2013年９月

科 目 名 保育相談支援＊ 社会的養護＊

受 講 生 Ａ大学２年生　70名 Ｂ大学２年生　15名

担当教師 １名（専門分野：児童福祉）

手 続 き

①「チェックシート」の目的，記載内容，使い方についての解説を担当教師が行う。　

②「チェックシート」を用いた課題の進め方について担当教師が説明する。　　　　

③上記２点を踏まえ，受講生が授業外時間に各自で課題に取り組み，結果をレポートにまとめて提出する。

―　提出期限までは３週間

資 料

・パワーポイント資料…「チェックシート」の目的や内容，使い方を提示したもの

・「チェックシート」(図１～図３)…各受講生に１冊ずつ配布

・課題の進め方を記載した配布資料(表２)

90分間
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ては，上記２点を踏まえ，受講生が授業外時間に各自で

課題に取り組み，結果をレポートにまとめて担当教師へ

提出した。なお，第一段階，第二段階の活動には，合わ

せて90分間を要し，第三段階の課題に受講生が取り組む

ために与えられた期間は３週間であった。

　教育実践の手続きの第一段階と第二段階において使用

した受講生への配布資料は，「チェックシート」と，課

題の進め方を記載した配布資料である。これら配布資料

及びパワーポイント資料を用いて，受講生に対して担当

教師が行った解説の内容を，以下に要約する。

　「チェックシート」は，乳児から中学生までの子ども

とその親との関わり合いを振り返ることで，子どもの育

ちのニーズの満たされ方が把握できるアセスメントツー

ルの一つである。シートでは，子どもの育ちのニーズを

「基本的生活」「安心・安全」「愛情」「子どもの尊厳」の

４つのカテゴリにまとめ，これら４つのカテゴリごとに

整理された質問に答えれば，ニーズの満たされ方が確認

できるようにデザインされている(図１)。「チェックシー

ト」の使い方は，大きく分けて２段階ある。まず，前述

した４つの子どものニーズの各カテゴリに整理された複

数の質問に５件法で答え，結果を一次チェック表に記入

する。さらに，一次チェック表に記入した結果を二次

チェック表に転記し，カテゴリごとのニーズの満たされ

方を確認するというものである（図２）。

　子どものニーズのカテゴリごとの質問項目を見ると，

子どものニーズの具体的な満たし方が記載されている。

例えば，カテゴリ「基本的生活」のうち「食事」の項目

を見てみると，「栄養バランスや食材に気を使っていま

すか」「食事の量はどうですか」「育ちに応じた食事をつ

くっていますか」「食育を実践していますか」という質

問が設けられている（図３）。

図１　「子どもが心配チェックシートとは」（「チェックシート」より一部抜粋） 
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図２　「子どもが心配チェックシートの使い方」（「チェックシート」より一部抜粋） 

図３　「基本的生活に関する質問項目」（「チェックシート」より一部抜粋）
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　また，課題の進め方については，担当教師が受講生に

対して表2のように提示し，口頭においても次の説明を

加えた。「チェックシート」を，受講生の身の回りにい

る子育て中の親１名(以下，「協力者」と標記する。)に

個別に使ってもらい，その場に同席するか一緒に使うこ

とで，使用感を調査する。具体的には，使用中・使用後

の協力者の様子を観察するとともに，感想を協力者から

聴き取り，それらを書き留める。さらに，協力者との活

動を通して，受講生自身が発見したことについても振り

返り，文章化する。

　協力者については，担当教師より「学生１名につき，

現在子育て中の人１名から協力を得ること。きょうだい，

いとこ，友人，近所の人などで，これに該当する人がい

ないか探すこと。どうしても周囲に見つけられない場合

は，自身の親でも可とする。各自で，課題の内容を協力

者に説明し，協力への依頼を行うこと。」との説明が行

われた。一連の活動の結果については，レポートにまと

め，後日課題の成果物として提出するよう担当教師が指

示した。

（２）受講生からのレポート結果

　「チェックシート」を用いた課題を終え，受講生から

提出されたレポートの結果について，①協力者について，

②協力者の感想・意見，③受講生の発見の三点から述べ

る。

①協力者について

　受講生が課題に取り組むにあたって協力を得た子育て

表２　課題の進め方を記載した受講生への配布資料

2012年度「保育相談支援」／ 2013年度「社会的養護」課題

①一緒に親御さんとシートを使う。

　あなたの知り合いの方（きょうだい，いとこ，近所の人，バイト先の知人等）で，子どもさんの親御さん（お母さん，お

父さん）に子どもが心配チェックシートを使って，ご自身の子育てをふりかえっていただいてください。可能ならば，一緒

につけてください。（一次チェック表および二次チェック表）

②親御さんの使用感を尋ねる。

　その後，このシートを使ってみての感想（なんでもよい）を教えてもらってください。

③この活動をして，あなたが発見したことは何ですか。

＜レポートの記載事項＞

①協力してくださった親御さんとあなたとの関係

②親御さんの意見・感想（レポートには，点数は記載しないでください。）

③あなたの発見

・以上について報告してください。Ａ４用紙１枚程度に，番号・氏名を明記の上，提出。

・○○年　▽月　×日　締切

中の人々は，表３のとおりである。協力者として最も多

かったのは，受講生自身の母親であった。次いで，おば，

地域の人，いとこの順に多くなっている。母親やおばを

含めた自身の親族に協力してもらった受講生が全体の３

分の２以上であったが，一方で，近隣住民や地域活動で

知り合った人，アルバイト先の知人や高校時代の同級生

など，知人や友人に依頼し協力を得た受講生も見られた。



126
福　知栄子　　梅野　潤子　　藥師寺　真　　三宅　尚美

②協力者の感想・意見

　自身の子育てについて，スケールを用いることで「客

観的に評価することができた」「子育てを振り返る良い

きっかけを持つことができた」という感想が，ほぼすべ

ての協力者から見られた。チェックの結果，自分の子育

てについて，できていること(十分なこと)やできていな

いこと(不十分なこと)がはっきりと見えてきたことによ

り，どのような感想や意見を持ったかは，協力者によっ

てさまざまであった。これらを分類すると，「前向きな

感想・意見」「肯定・安心」「不安・恐れ」「否定的な感想・

意見」の４つのカテゴリに分けることができた。具体的

な感想・意見は，表4の通りである。概ね，これからの

子育てについて前向きな感想や意見を持ったり，自身の

子育てについて肯定的な反応を示したりする親がほとん

どであった。一方，少数派ではあるが，「振り返りがで

きたこと自体は良かった」としながらも，チェックを通

して不安を呈したり，チェックシートそのものに対して

否定的な反応を示したりする親もみられた。

表３　課題への協力者

親　　族　（54） 知人・友人　（21）

・母親　（22） ・義姉　（3） ・地域の人　（9） ・友人の母親　（2）

・おば　（15） ・おじ　（2） ・アルバイト先の知人　（4）・友人の姉　（1）

・いとこ　（7） ・父親　（1） ・友人　（4） ・母親の友人　（1）

・姉　（3） ・祖母　（1）

＊受講生からのレポートをもとに作成（数字は人数を表す）

表４　チェックを終えた協力者の反応

カテゴリ 協力者からの感想・意見の抜粋

前向きな感想・意見
「これからはもっとこうしてみよう」「大事なことを思い出せた」「できていないところをどうしてい

けばよいか考える事ができた」

肯定・安心 「結構できていると嬉しかった」「安心した」「自信になった」

不安・恐れ

「チェックを付けながら落ち込んだ」「これから先も自分の子育てていいのか，少し怖くなった」「で

きていないことが多いと，ダメ親のレッテルを貼られているように感じる」「ウソでもD/Eは付けづ

らい」

否定的な感想・意見
「実際にできている人は少ないと思う」「全体的に理想が高いと思う」「時間がかかって大変」「この

チェック表どおりにはできない」「すべてをこのようにしないといけないわけではない」

＊受講生からのレポートをもとに作成

③受講生の発見

　受講生自身が課題を通して発見したことについては，

ⅰ協力者との活動からの発見，ⅱ「チェックシート」に

対する評価，ⅲ「チェックシート」活用のアイデア，ⅳ

養育や養育支援への思いの4点に整理し，レポートの記

述を抜粋して以下に記す。

ⅰ　協力者との活動からの発見

　協力者とともに一連の活動を行う中で，協力者が不安

や悩みを抱えながら子育てに真剣に向き合う姿勢を，受

講生は捉えたようである。たとえば，以下の記述からそ

のことが読み取れる。

　「その姿を見て，真剣に協力してくれていると思うと

ともに，子どものことをしっかりと思っているんだなと

思いました」

　「このチェックシートは成績表のようにも見えてＡが

ないと，不安に感じてしまうようでした」
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「実際にやってもらった方の場合は，『不安になった』『こ

れから大丈夫か』という気持ちを抱いていて，子育てを

否定されたとまではいかなくても，マイナスの方向にと

らえられる方もいらっしゃるんだなと思いました」

「どの人も子育てに対する不安や心配はあり，自分の子

育てが正しいのか，どこかで答えみたいのを求めている

心があるように感じました」

　また，自身の母親に課題への協力を依頼した受講生は，

「母が子育てをすごく努力して行っていたことを改めて

感じ，いい機会になった」「恵まれた環境で，愛情いっ

ぱいに育てられ，幸せだと思った」と記していた。自身

の育ちを振り返ることができ，親や環境に対する感謝の

気持ちを持つことができたと述べていた。

ⅱ　「チェックシート」に対する評価

　チェックシートそのものに対する意見や感想について

は，「授業で初めてパンフレットの存在を知り，実物を

目にした」という受講生や，岡山県においてこのような

取り組みが行われていることに驚きを感じたという受講

生も見られ，関心をもって捉えている様子が読み取れた。

受講生が捉えたチェックシートの特長は，以下のように

記述されている。

「子どもの目線に立ち，子どもの思いを代弁し，親に伝

えているもののように感じました」

「親が真剣に子どもと向き合えるツール」

「記入していくうちに，子どもの育ちに大切なポイント

が分かるようになっている」

「普段の子育てを項目に沿って，項目ごとに関連づけな

がら思い返せるので良いと感じました」

「評価の基準があると，自分で振り返ることもできるし，

高い評価のところは自信を持つことができ，少し低い評

価のところは見直す良いきっかけになる」

「今，子どもの育ちにとって何が大切なのかが見えやす

くなり，具体的な目標を決めることができる」

「チェックシートは至らない点を反省し，改善すること

までできれば，子どものニーズももちろん満たされます

が，親御さんにとってもとてもいい勉強になるし，子育

てが楽しくなってくるのではないかと思いました」

「挿絵や色使いがとても可愛く，チェックシートとして

はとっつきやすいし，少ないページ数で気軽にチェック

することができる」

「このチェックシートは何回でも繰り返し行うことがで

きるので，兄弟がいる場合や，子どもが大きくなったと

きに，昔の自分と比較ができ…(中略)…よりよい子育て

ができるのではないか」

「自分の子育てについて客観的に知ることが出来るの

で，専門家に相談するきっかけになる」

「どのように日頃子どもと接しているか，普段様子が見

れなくてもチェックをしてもらいながら聞くことができ

るので協力してもらう側も，親の悩みや子どもの様子が

伺え，とても助かるものだと思った」

 

ⅲ　「チェックシート」活用のアイデア

　また，チェックシートをより効果的に活用するための

提案が，次のようになされている。

「子どもがそばにいて第三者が使った感想を聞いてみる

ことでそのやりとりをきっかけに親と子どもの会話や関

わりが生まれることもある」

「このチェックシートを家族で話し合いながら行えば，

子どものことを一緒に考え，子どもの状態や自分たちの

状況を共有することができるよいきっかけになる」

「せっかくのチェックシートが生きるように，もっと一

般家庭に普及していったらいいと思うし，地域で子育て

家庭がお互いに支え合える場が広がっていったらいいと

思う」

「保育所等に来る保護者の方に向けてなど，様々な機会

で冊子を配布してより多くの子育て家庭に利用されてほ

しい」

「保護者がどのようなことに配慮して保育をしている

か，理解してもらうきっかけになるかもしれない」

「このチェックシートは誰かと一緒に行い，普段の子育

てについて質問をし合いながら進めていく方が，保護者

の方は謙遜をすることなく，チェックをしていくことが

できると思いました」

「そのあとのケアが大切で，自分の親だったり，近所の

専門機関や保育士だったり，そういう自分以外の誰かと

悩みを共有して，不安を解消していくことが子育て支援，

子どもの育ちを支援することにつながっていくのかなと

思いました」

「このシートを通して誰かに子育ての相談をしたいと感
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じたり，子どもに対する心配が生まれたりした親御さん

のために，誰に，どこに相談するべきかをより具体的に

明記してもらえると，このシートの効果で子育てが改善

される機会がぐっと増えるのではないかと思います」

「具体的な相談機関の名前や電話番号，ホームページの

URL等が記載されていれば，不安解消のためにすぐに行

動を起こす親御さんが増えるのでは」

「別冊として，改善のためのアドバイスをまとめたもの

を一緒に配布したり，冊子に具体的な相談窓口名と連絡

先を明記した方が，改善につながるのではないかと考え

た」

ⅳ　養育や養育支援への思い

　協力者との活動を通して，養育とはどのような仕事な

のかということについて，受講生は様々なことを考えさ

せられたようである。例えば，以下の記述が見られる。

「子どもは自ら育つ力を持っている。そして，その力を

親がどう引き出していくかが大切だと感じた」

「子どもを育てるということは，子どものニーズを満た

すため，『子どもを第一において考える』という子ども

主体の考え方に変えていかなければいけないと感じまし

た」

「子どもの態度や言動で子どもの気持ちを感じ，それに

対応した子どものニーズを満たすことはとても大変で共

に生活していないと難しいということが分かった」

「子育てはとても難しく，大変そうですが，やりがいの

あるものなんだろうなと思いました」

「お母さん任せにするのではなく，夫婦そろって考える

ことが子どもにとってよい育児」

「子育ては夫婦２人だけでできるものではないというこ

とを改めて感じた」

「自分ひとりで何事も行うのではなく，家族や，地域の

人と協力し，子どものニーズを満たしていくことが大切

だと感じた」

「近所付き合いの大切さを改めて感じました」

　また，将来における自身の養育に思いを馳せた記述が，

以下のように見られた。

「本当に幼いころからたくさんの家族が集まっていたの

で，自分が子育てするときも自分の育った環境に近いと

ころで子どもの成長を見たいと思いました」

「自分が子育てする際にもこのような冊子を活用してみ

たい」

「自分の子育てを見直し，子どものためによりよい子育

てができるようになれたらいいなと思いました」

　さらには，児童福祉専門職の視点から，養育支援への

思いや今後の取り組み姿勢について，以下のように記述

していた。

「子どもの育ちに関わる保育者は，その子ども本人の支

援のみに限らず，その保護者，家族全体の支援をするこ

とが必要であることを学びました」

「子どもにとっても，保護者にとっても信頼のできる保

育者として，少しでも支えになれればと思いました」

「このチェックシートのように少しでも解決できるよう

な材料の存在があることで虐待やネグレクト等の行為が

減っていくのではないかと思います」

「自分が今，学べるチャンスの場に行かせてもらってい

ることを改めてありがたいと感じ，同時にもっと真剣に

進んで学んでいかなければいけないと思いました」

４．考　　　　　察

　以上の教育実践事例を踏まえ，①当事者とともに進め

る学習の効果，②学習を通してもたらされた受講生の前

向きな変化について振り返る。さらに，本事例から見え

てくる児童福祉政策・実践課程への青年の参加の重要性

について述べる。

（１）当事者とともに進める学習の効果

　本事例において，課題設定については教師が行ったが，

重要なことは，養育の当事者である協力者との協働作業

を通じて受講生が発見したことであった。

　まず，課題への協力者探しと依頼については，自身の

母親に依頼した受講生が最多であったことは前述の通り

である。その理由は，「周りに子育てをしておられる方

がいらっしゃらないので」「大学生であり一人暮らしを

しているので，身近に子育てをしている知り合いがいな

く，母に協力してもらった」などと記述されており，現

代の青年を取り巻く環境が見て取れる。また，協力者に

とっては一定の時間と労力を要する活動であるため，課

題へ「協力してくださった方がいたことに感謝です」と

述べる受講生も見られた。



青年の参加を促進する教育的アプローチ
129

　また，受講生は，養育の当事者である協力者との活動

の中から様々なことを発見し，養育について実感を伴っ

て理解していった。本事例において活用した「チェック

シート」は，親しみやすくデザインされた一定の尺度を

用いることにより，親自身が養育について振り返ること

のできるツールである。子どもと親や両親同士，その他

の家族，支援者で一緒に，よりよい子どもの育ちについ

て考え，話し合い，実践していくためのツールとして，

受講生は理解を深めた。

　本教育実践のプロセスにおいて，受講生は，①「チェッ

クシート」の目的や内容を講義を通して理解し，②協力

者を探し出し，③課題について協力者へ説明し，④協力

者とともに「チェックシート」を活用し，⑤活動の成果

をレポートにまとめるという段階的な学習を行ってい

た。これらプロセスのうち，核となる②～④の活動につ

いて，養育の当事者である協力者とともに行ったことが，

受講生にとって重要な気づきをもたらしたのではないだ

ろうか。

（２）学習を通してもたらされた受講生の前向きな変化

　協力者との活動から発見したことを踏まえ，養育とは

「子どもの主体性を大事にしながら，地域の中で両親が

協力して子どものニーズを満たしていく仕事」であると，

受講生は理解したようである。この考え方は，子どもを

権利の主体者と捉え，一人ひとりの子どもの発達の可能

性を最大限に引き出し，子どもの現在及び将来の暮らし

を豊かにするという，21世紀の児童観を踏まえたもので

ある。こうした子ども中心の養育を，自身が将来実践し

ていきたいという思いと，専門職として子ども・親・地

域への支援を行っていきたいという思いが，レポートの

記述から読み取ることができた。さらには，そのことを

可能とするために，養育への学びをさらに深めていきた

いという受講生の意欲が高まっていると，評価できるの

ではないだろうか。

（３）児童福祉政策・実践過程への青年の参加の重要性

　受講生は，協力者との活動を通して，「チェックシート」

の活用に関する豊富なアイデアを持っていた。それらを

分類すると，①支援における子どもの参加を促すための

活用法，②地域の子育て家族への効果的活用法，③子育

て家族と支援者との協働における活用法，④「チェック

シート」の改善点と具体的提案であったと理解できる。

これらのことから，今後，子どもや子育て家族が活用で

きる支援ツールを開発する際には，若い世代のメンバー

の協力を得ることも重要ではないかと考える。利用者に

とって役立つ資源開発と情報発信をしていく際，作成過

程への当事者参加を抜きには，それらは実現できないの

ではないだろうか。児童福祉のみならず，子どもや養育

に関する領域の場合には，とりわけ子どもや親，青年の

参加が，効果的実践及び政策を生み出す鍵となると思わ

れる。

　一方，青年にとっても，自分の意見や活動が社会の中

で役立てられているという実感を持つ経験は重要であ

る。社会貢献の意義を，実体験を伴って理解していく中

で，市民としての感覚が養われていくのではないだろう

か。そうした機会を持つことは，青年期における重要な

ニーズの一つであると理解し，教育者自身も，学生主体

の教育を実践していく必要があると考える。学生が当事

者と一緒に活動をする中で，学生が重要なことを再認識

したり新たな発見をしたりしたことが社会に還元され，

より良いサービスの構築につながる。こうした教育を，

社会福祉教育において，今後より一層実践していくこと

が求められているのではないだろうか。

こ　れ　か　ら

　養育に関する教育実践事例の検討を通して，学生に

とっての意義を考えてきた。今後の課題としては，①政

策におけるフィードバックと，②教育におけるフィード

バックとの二点が挙げられる。前者は，学生が発見した

ことを政策にどのようにフィードバックし，政策に学生

の発見が反映されたことをどのように学生にフィード

バックしていくかということである。後者は，学生が発

見したことをまとめ，学生自身に還元することで，教育

者の立場からフィードバックすることである。これらの

点については，実践現場と大学で協働を進め，今後の取

り組み課題としたい。

　若い世代のもつ可能性を信じて，彼らの力が社会にお

いて発揮される状況を整えていくことが，教育者に求め

られる役割であると捉えている。青年自身が主体的に学
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ぶことが大切であり，青年の参加を推進する力を，私た

ち教育者は高めていかねばならないと考える。青年との

協働は，常に新しい発見を伴う，創造的活動ゆえの面白

さがあると感じる。今後も，児童福祉専門職を目指す学

生を含めた青年たちとともに，児童福祉に関する学びを

進めていきたい。
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註

１ 子 ど も の 育 ち の ニ ー ズ(child’s developmental 

needs)については，先行研究において様々な考え方が提

示されている。例えば，中野ら(2009:40-14)は，英国保

健省の指針(Department of Health 2000)を参考にしな

がら，「子どもの育ちのニーズ」は，すべての子どもが

子ども期に満たされるべきニーズであり，大人から満た

されて初めて子どもは徐々にニーズを自ら満たすように

なると捉えている。ニーズは次の7項目示されている。

①健康，②教育，③情緒と行動の発達，④自分について

の自覚，⑤家族・社会との関係，⑥社会・文化的自己表

現，⑦自分で生きる知恵と技術。

中野敏子･福知栄子･梅野潤子･森山千佳子(2009)『こう

してみようあなたの支援-ふりかえる･しっかり考える･

進む-』大揚社,40-41.

２‘Chapter3 Parenting’, Daniel, Brigid, 

Wassell,Sally and Gilligan,Robbie(1999) “Child 

Development for Child Care and Protection 

Workers”,Jessica Kinsley Publishers,39-58.
３高等学校の家庭科教師である南野(2011)は，生徒との

会話を通じ，生徒たちの日常生活の実態について理解を

深める中で，学習意欲の低さや情緒の不安定さなどは

「心の問題ではなく，生活の問題」(p.ⅴ)であることに

気付いたと述べている。また，「教える側に『授業は生

徒とともに作っていくものだ』という意識が必要なのだ」

(p.47)と再確認したと振り返っている。

４ジリアン･ビュー，エリカ･ディアス (1993),51．

５ 「『子どもが心配』チェックシート」(パンフレット版)

は，岡山県が作成したアセスメントツールであり，ウェ

ブサイトから誰でも無料でダウンロード，利用すること

ができる。

岡山県公式ウェブサイト「『子どもが心配』チェック

シート(パンフレット版)ができました！」(http://www.

pref.okayama.jp/page/detail-100389.html)

なお，「チェックシート」開発の経緯については，福ら

(2012)に詳しい。


